
23年度me-fullness活動のまとめ

23年度もme-fullnessは研究成果の学会報告を中心に様々な
活動を行ってまいりました*1。

Topic1:研究成果の学会報告活動 ~3件の学会賞受賞~
me-fullnessの基礎技術や技術の一部が搭載されたアプリを用いた
効果実証について12件学会発表を行い
「第24回日本化粧品技術者会優秀論文賞」
「第21回日本ストレスマネジメント学会最優秀ポスター賞」
「第16回ITヘルスケア学会学会賞」 の3件受賞いたしました。

Topic2:社会実装に向けた研究活動 ~2件の助成金受贈~
me-fullness技術の社会実装に向けた活動の一環として、
大学との共同研究で
「革新的自殺研究推進プログラム委託研究」（いのち支える自殺対策推進センター）
「調査研究助成」（中谷財団）
に採択され、助成金を受贈しております。

24年度も引き続き研究成果を学会・論文等で発表していくとともに、
多様な企業様のサービスに技術を活用いただくような
社会実装活動にもより一層力を入れて参ります。

発表月日 学会名

23年

5月10日
WADEM Congress, Ireland 2023

6月17日 第84回日本生理人類学会 

6月22日
第119回日本精神神経学会学術総会

委員会シンポジウム3「災害における精神症状・心理状態について

のジェンダー観点からの検討」

6月22日
第119回日本精神神経学会

委員会シンポジウム17「COVID-19のパンデミックが日本の女性と

子供のメンタルヘルスに及ぼした影響：弱者・ジェンダーの視点か

7月1日 第60回日本リハビリテーション医学会

7月22日 第39回日本ストレス学会・学術総会

7月29日
日本ストレスマネジメント学会 第21回学術大会

＊最優秀ポスター発表賞受賞

8月30日 日本行動計量学会第51回大会

9月23日
第16回ITヘルスケア学会年次学術大会

＊研究奨励賞受賞

11月17日 第36回日本総合病院精神医学会総会

12月9・10日 第71回日本職業・災害医学会学術大会

12月16日 第30回日本未病学会学術総会

12月25日
令和5年度革新的自殺研究推進プログラム

第1回研究代表者会会議_報告会

24年

3月1日

バイオインダストリー協会セミナー

"未来へのバイオ技術"勉強会 AIの利活用シリーズ4

「肌のAI解析で健やかに、より美しく」

タイトル

Digital psychological support systems for post-disaster reconstruction in Japan:

Empirical study on the effextiveness of the me-fullness® application

漸減するテンポの触覚と聴覚刺激の組み合わせが急性ストレスに与える効果

抑うつ気分やストレス改善のための

スマートフォンアプリを用いた取り組み

COVID-19パンデミックがメンタルヘルスに及ぼす影響

：デジタルサポート導入の試み

リハビリテーションのためのデジタルメンタルヘルスアプリケーションの介入

：抑うつ気分の改善の検討

東日本大震災の避難者の⾧期的ストレスとその支援に関する研究

：山形県酒田市を中心に

顔情報を用いたストレスマネジメント

―日常的なストレスモニタリングシステム構築へのチャレンジ―

大規模災害における遠隔地避難者の支援者ストレスとその改善に関する研究

 -山形県酒田市を事例に-

顔分析と五感体験を組み合わせた新しいストレスマネジメントシステム

デジタルメンタルヘルスアプリケーションの介入：抑うつ気分の改善の検討

スマートフォンアプリによる地方自治体職員の心理状態改善についての検討

自己判定した顔状態の情報を用いたメンタル疾患リスクの推測技術

視覚情報のAI分析を活用したメンタルヘルスDXプロジェクト

<講演> AIを用いて顔情報からウェルビーイング状態を可視化する

*1 23年度活動一覧


